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第223 回滑川町議会７月臨時会 

第２２３回滑川町議会臨時会が 7 月 22 日（水）に会期１日で開会され、２議案が原案のとおり可決されま
した。

議
案
番
号

上程された議案と結果及び議員の賛否一覧
○は賛成　　×は反対　　△は保留・欠席

（議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します）

議席番号 １ 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 議
長

結果

瀬
上
　
邦
久

高
坂
　
清
二

松
本
　
幾
雄

上
野
　
葉
月

井
上
奈
保
子

紫
藤
　
　
明

服
部
　
幸
雄

北
堀
　
一
廣

宮
島
　
一
夫

菅
間
　
孝
夫

内
田
　
敏
雄

吉
野
　
正
浩

阿
部
　
弘
明

上
野
　
　
廣

令和２年度滑川町補正予算

54 令和２年度滑川町一般会計補正予算（第４号）の議定に
ついて 賛成多数 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

55 令和２年度滑川町水道事業会計補正予算（第２号）の議
定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―



国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
二
次
補
正
に
係
る
小
規

模
事
業
者
等
事
業
継
続
支

援
金
の
内
容
は

Q
先
ほ
ど
行
わ
れ
た
６
月
定
例

議
会
に
お
い
て
、
農
業
者
を
対
象

に
加
え
る
よ
う
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
今
般
、
認
定
農
業
者
・
認
定

新
規
就
農
者
に
限
り
対
象
に
加
え

て
い
る
と
の
こ
と
、
そ
の
他
の
農

業
者
は
対
象
に
な
ら
な
い
か
。

A
ま
ず
兼
業
農
家
は
難
し
い
。

農
業
者
で
、
農
業
収
入
を
確
定
申

告
ま
た
は
、
住
民
税
申
告
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
条
件
と

な
る
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
業
務
委
託
の

内
容
は

Q
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
必
要
性
は
。

A
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
使
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
感
染
症
の
情
報
の
み
な
ら

ず
、
行
政
機
関
か
ら
の
情
報
提
供

を
迅
速
に
行
う
な
ど
必
要
な
た
め

行
う
。

Q
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、

全
国
の
自
治
体
が
共
通
化
す
る

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
メ
ニ
ュ
ー
」
が

提
唱
さ
れ
導
入
が
始
ま
っ
て
い
る

が
、こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

Q
導
入
後
の
更
新
作
業
は
。

町
独
自
の
感
染
状
況
把
握

と
検
査
対
象
の
拡
充
を

Q
町
と
し
て
の
感
染
状
況
の
把

握
は
常
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
町

が
町
民
の
感
染
状
況
や
健
康
状
況

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
感
染
者
が
出
た
場
合
、
そ
の
濃

厚
接
触
者
し
か
検
査
が
受
け
ら
れ

な
い
よ
う
な
状
況
が
続
い
て
い

る
。
検
査
対
象
の
基
準
を
下
げ
て

誰
で
も
が
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
周
辺
の
地
域
や
職
場

も
含
め
て
検
査
を
や
る
等
し
て
い

か
な
い
と
、
後
手
後
手
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
こ
は
き
ち
ん
と
県
の

方
に
も
話
を
し
て
ほ
し
い
。

A
保
健
所
と
連
絡
を
密
に
し
な

が
ら
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。
町

と
し
て
感
染
者
の
調
査
は
現
状
の

法
体
制
の
中
で
は
難
し
い
。
県
も

少
し
ず
つ
検
査
対
象
を
広
げ
て
い

る
。

　
検
査
拡
充
の
要
望
は
県
の
会
議

な
ど
で
伝
え
て
い
き
た
い
。

た
ト
イ
レ
の
洋
式
化
・
手
洗
い
場

の
改
修
工
事
実
施
、
と
あ
る
が
、

ど
こ
の
公
園
な
の
か
。

A
森
林
公
園
駅
前
北
口
交
通
広

場
「
森
の
オ
ア
シ
ス
」
の
便
器
の

洋
式
化
。
男
性
用
１
基
、
女
性
用

２
基
。
手
洗
い
場
の
蛇
口
の
自
動

水
栓
化
を
５
基
の
実
施
で
あ
る
。

Q
ト
イ
レ
利
用
上
の
防
犯
問
題

へ
の
町
の
対
応
は
。

A
場
所
に
よ
っ
て
利
用
者
の
多

い
、
少
な
い
所
が
あ
る
。
建
物
の

整
備
が
必
要
な
所
も
あ
る
の
で
今

後
、
利
用
者
の
安
心
・
安
全
を
考

慮
し
、
検
討
し
て
い
く
。

小
中
学
校
向
け
臨
時
予
算

の
使
い
道
は

Q
自
動
水
栓
７
９
８
万
円
と
あ

る
が
、
一
個
あ
た
り
の
価
格
と
交

換
対
象
は
。

A
２
９
，７
０
０
円
。
小
中
学

校
４
校
が
対
象
で
、
全
２
３
２
か

所
を
予
定
。

Q
小
さ
な
手
で
も
反
応
す
る
の

か
、
水
を
溜
め
る
際
の
使
い
勝

手
、
災
害
時
の
使
用
に
つ
い
て
懸

念
が
あ
る
。

　

一
個
１
，５
０
０
円
程
度
の
レ

バ
ー
式
の
検
討
は
し
た
か
。

A
子
ど
も
の
手
で
の
反
応
や
使

い
勝
手
は
、
実
際
に
確
認
し
て
い

な
い
。

　

レ
バ
ー
式
の
検
討
は
し
て
い

な
い
。

A
現
在
、
総
務
政
策
課
に
よ
り

行
っ
て
い
る
が
、
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
作
成
し
た

上
で
、
各
課
・
局
に
よ
り
行
え
る

よ
う
に
し
て
い
く
。

小
・
中
学
校
の
修
学
旅
行

に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
支

援
金
に
つ
い
て

Q
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
等
で

心
配
さ
れ
る
今
年
度
の
修
学
旅
行

の
実
施
と
そ
の
内
容
を
伺
う
。

A
実
施
に
当
っ
て
は
、
バ
ス
協

会
・
鉄
道
協
会
・
旅
館
協
会
等
で

作
成
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵

守
し
た
内
容
に
変
更
し
、
感
染
状

況
を
考
慮
し
、
判
断
す
る
。
中
学

校
は
目
的
地
ま
で
の
行
程
等
も
危

惧
し
、
金
沢
方
面
へ
変
更
す
る
。

小
学
校
も
実
施
の
方
向
で
計
画
し

て
い
る
。

　
旅
行
先
の
変
更
、
バ
ス
の
増
車

等
に
係
る
経
費
（
手
数
料
等
の
増

加
）
も
負
担
増
に
な
っ
て
い
る
。

Q
旅
行
先
で
の
生
徒
の
行
動
に

つ
い
て
は
。

A
接
触
率
を
下
げ
安
全
を
優
先

し
、
今
迄
通
り
の
行
動
を
若
干
減

ら
す
方
向
で
計
画
し
て
い
る
。

公
園
等
施
設
安
全
・
安
心

の
確
保
事
業
に
つ
い
て

Q
こ
の
事
業
は
、
公
園
等
利
用

者
の
感
染
症
予
防
の
た
め
の
利
用

の
多
い
施
設
に
つ
い
て
設
置
さ
れ

Q
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
は
検

討
し
な
か
っ
た
の
か
。

A
（
備
品
限
定
の
予
算
で
あ
っ

た
こ
と
・
新
規
事
業
が
対
象
で
あ

る
こ
と
）
学
校
と
保
護
者
と
の
協

議
で
保
護
者
の
ご
協
力
を
得
ら

れ
た
こ
と
等
か
ら
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
は
検
討
し
た
が
今
回
は
見

送
る
。

登
校
時
に
機
械
で
発
熱
判

定Q
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
カ
メ
ラ

一
機
の
価
格
と
活
用
方
法
は
。

A
９０
万
円
。
発
熱
を
感
知
す
る

と
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
り
、
子
ど
も
が

自
ら
保
健
室
へ
行
く
か
、
先
生

が
指
摘
・
指
導
し
、
健
康
管
理
を

行
う
。

要
望 

暑
い
中
の
通
学
自
体
で
体

温
が
上
が
る
子
も
い
る
。
学
校

で
の
導
入
効
果
に
疑
問
。
罹
患
防

止
を
ト
ー
タ
ル
で
考
え
、
通
学
等

で
子
ど
も
や
教
員
が
疲
労
を
た
め

な
い
環
境
づ
く
り
を
考
え
て
ほ

し
い
。

臨
時
会
議
案
審
議

Ｑ
＆
Ａ

3

宮前小の職員玄関に設置された
サーモグラフィーカメラ
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第２２４回定例会は９月１日から９月９日までの９日間の会期日程で開催され、令和元年度の決算議会と
して、一般会計・６つの特別会計・水道事業会計を認定しました。また、令和２年度の補正予算・保育
事業関係の条約改正など 20 議案が審議され、原案通り可決されました。一般質問では４人の議員が町
の施策や考えを質しました。

議案番号

上程された議案と結果及び議員の賛否一覧
○は賛成  　×は反対  　△は保留・欠席

（議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します）

議席番号 １ 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 議
長

結果

瀬
上
　
邦
久

高
坂
　
清
二

松
本
　
幾
雄

上
野
　
葉
月

井
上
奈
保
子

紫
藤
　
　
明

服
部
　
幸
雄

北
堀
　
一
廣

宮
島
　
一
夫

菅
間
　
孝
夫

内
田
　
敏
雄

吉
野
　
正
浩

阿
部
　
弘
明

上
野
　
　
廣

条例の一部改正
議案第56号 滑川町監査委員に関する条例の一部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第57号 滑川町事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第58号 滑川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案第59号 令和２年度滑川町一般会計補正予算（第５号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
規約 ・その他

議案第68号 町道路線の廃止について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第69号 町道路線の認定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第70号 滑川町教育委員会委員の任命について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第71号 滑川町教育委員会委員の任命について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
認定第１号 令和元年度滑川町一般会計及び特別会計決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
認定第２号 令和元年度滑川町水道事業会計における剰余金処分及び決算の認定について 認 定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
請願第１号 「核兵器禁止条約に参加することを国に求める意見書」の提出に関する請願 不 採 択 ○ × × ○ × × × × ○ × × × ○ ―

発議第１号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化
に対し地方税財源の確保を求める意見書（案）の提出について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

発議第２号 可燃ごみ処理のあり方等調査特別委員会設置に関する決議（案）の提出について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和２年度滑川町補正予算

議案第60号 滑川町一般会計補正予算（第５号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第61号 滑川町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第62号 滑川町介護保険特別会計補正予算（第１号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第63号 滑川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第64号 滑川町下水道事業特別会計補正予算（第２号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第65号 滑川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第66号 滑川町浄化槽事業特別会計補正予算（第１号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
議案第67号 滑川町水道事業会計補正予算（第３号）の議定について 賛成全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

第224 回滑川町議会９月定例会

会計 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 差引額（A－Ｂ）
一 般 会 計 65億5727万円 63億8565万円 1億7162万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 17億0844万円 16億2093万円 8750万円
介 護 保 険 11億2900万円 9億7887万円 1億5013万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億7140万円 1億5320万円 1821万円
下 水 道 事 業 3億7179万円 3億5127万円 2051万円
農 業 集 落 排 水 9968万円 9526万円 442万円
浄 化 槽 事 業 3328万円 2274万円 1053万円

　 合 　 計 　 100億7086万円 96億0792万円 4億6292万円
※端数処理のため、差引額はＡ－Ｂと完全には一致しません。

収入 支出

水 道 事 業
収益的収支 3億6926万円 3億4721万円
資本的収支 1292万円 1億0000万円

令和元年度会計歳入歳出決算認定

＊収益的収支：収入とは一事業年度における営業活動に伴い発生する収益、支出とはそれに対応する費用。
＊資本的収支は将来の営業活動に備えて行う諸施設の建設改良費や企業債の元金償還の支出とその財源となる収入。
　資本的収支の不足額は当年度消費税資本的収支調整額及び過年度損益勘定留保資金で補填。
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●�経常収支比率は、前年度と比較すると0.1％上昇し
91.7％で財政が硬直化している。
●�実質収支比率は、前年度の6.7％から3.6％と減少
した。
●�公債費比率は前年度と比べ1.0％減少して8.7％で
あった。

●�予算の執行に当たって、事務の効率化及び事業の必
要性を徹底検証されたい。そして受益者負担等の自
主財源の確保や一部の事務事業の見直しを含めた事
業効果を十分検討の上、引き続き経費の削減に取り
組んでいただきたい。実質収支は今年度も黒字を維
持し、町債残高も減少してきているが、本町財政を
取り巻く状況は依然として厳しいものがあり、財政
の健全化に一層の努力を望む。

監査委員による決算意見書

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
生
活
が
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
今
後
の
新

た
な
経
済
政
策
の
展
望
を
示
し
て

い
く
時
だ
。

A
町
税
の
減
少
は
令
和
３
年
度

予
算
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
。
令

和
３
年
度
予
算
の
み
な
ら
ず
令
和

２
年
度
の
法
人
町
民
税
の
減
少
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

Q
こ
れ
ま
で
町
は
企
業
誘
致
策

を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、「
雇

用
」
や
「
地
域
経
済
」
に
と
っ
て

大
き
な
成
果
が
あ
る
と
は
思
え
な

い
。
大
企
業
の
誘
致
で
な
く
「
企

業
団
地
協
同
組
合
」
的
な
中
小
企

業
が
集
合
す
る
形
式
の
誘
致
を
。

A
ミ
ニ
工
業
団
地
な
ど
大
企
業

だ
け
で
な
く
中
小
も
進
め
る
。

Q
町
内
で
起
業
し
よ
う
と
す
る

方
の
支
援
制
度
の
創
設
を
。

A
昨
年
よ
り
商
工
会
と
創
業
支

援
等
事
業
計
画
を
作
成
し
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

Q
在
宅
勤
務
に
必
要
な
環
境
整
備

を
…
例
え
ば
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
設
備
の

あ
る
貸
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
提
供
を
。

A
状
況
を
加
味
し
て
検
討
。

Q
人
口
流
入
に
備
え
て
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
。

A
総
合
的
計
画
的
な
対
策
を
進

め
た
い
。

Q
「
農
は
国
の
基
」
の
基
本
に

立
ち
農
業
の
発
展
を
。

A
町
の
基
幹
産
業
と
し
て
の
位

置
づ
け
で
農
業
基
盤
の
整
備
を
推

進
し
て
き
た
。
60
歳
定
年
者
の
農

業
へ
の
取
り
組
み
、
農
地
管
理
な

ど
農
業
の
活
性
化
、
シ
ニ
ア
農
業

へ
の
推
進
な
ど
。

Q
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
策
の

充
実
を
。

A
新
規
就
農
に
は
、
当
初
生
活
資

金
、
お
よ
び
初
期
投
資
が
必
要
。

国
の
農
業
次
世
代
人
材
資
金
を
活

用
す
る
。

Q「
地
産
地
消
」
の
推
進
の
た
め
、

米
飯
給
食
と
と
も
に
、
野
菜
の
給

食
活
用
を
。ま
た「
Ｊ
Ａ
直
売
所
」

の
さ
ら
な
る
魅
力
の
拡
大
に
ネ
ッ

ト
利
用
の
促
進
の
支
援
を
。

A
学
校
給
食
で
は
滑
川
産
米
を

利
用
、
野
菜
は
作
物
の
生
育
状
況

と
コ
ス
ト
面
で
の
課
題
が
あ
る
。

直
売
所
の
充
実
は
ネ
ッ
ト
販
売
も

含
め
検
討
中
。
町
特
産
品
の
Ｈ
Ｐ

を
リ
ン
ク
さ
せ
販
売
体
制
の
構
築

を
図
る
。

Q
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な

ど
で
農
産
物
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

「
地
産
地
消
」
率
の
向
上
を
。

A
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は

全
国
的
に
増
加
。
売
電
収
入
と
農

業
収
入
で
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。

耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
地
産
地
消

に
つ
な
が
る
農
業
経
営
の
推
進
に

努
め
る
。

Q
情
勢
変
化
を
踏
ま
え
て
総
合

振
興
計
画
づ
く
り
を
。

A
12
月
に
は
中
間
報
告
を
議
会

へ
。
そ
の
後
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
町
民
の
意
見
を
聞

く
。
今
後
５
年
間
の
町
づ
く
り
計

画
と
す
る
。

町
の
将
来
は
地
域
循
環
型
経
済
・
地

産
地
消
・「
農
は
国
の
基
」
を
基
本
に

総括
質疑

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
減
免
申
請
に
つ
い
て
は
税
務

課
で
受
付
中
。
減
免
分
の
補
て
ん

は
国
が
す
る
と
通
知
が
き
て
い

る
、
10
分
の
６
を
国
、
残
り
は
毎

年
申
請
し
て
い
る
特
別
調
整
交
付

金
の
中
で
見
る
、
と
の
通
知
。

Q
「
減
収
見
込
み
」
で
申
請
し

た
が
、
見
込
み
通
り
に
な
ら
な
い

場
合
、
遡
っ
て
支
払
い
を
さ
せ
る

み
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ

関
連
の
対
策
費
と
し
て
充
て
る
べ

き
だ
。
使
用
目
的
は
コ
ロ
ナ
対
策

と
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

A
そ
の
通
り
で
結
構
で
す
。

国
保
税
等
の
減
免
に
つ
い
て

Q
コ
ロ
ナ
対
策
で
各
自
治
体
で

行
っ
て
い
る
減
免
措
置
に
つ
い

て
、
減
免
し
た
分
は
国
が
補
て
ん

こ
と
は
な
い
の
か
。

A
申
請
へ
の
判
断
は
町
が
行
う

も
の
で
、
一
度
決
定
を
出
し
た
も

の
に
つ
い
て
は
そ
の
後
、
だ
め
と

い
う
こ
と
は
な
い
。

町
事
務
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
は

Q
条
例
の
一
部
改
正
に
至
っ
た

背
景
と
町
民
へ
の
影
響
は
。

県
外
視
察
中
止
の
予
算
は

コ
ロ
ナ
対
策
に

Q
議
会
費
、
39
万
円
マ
イ
ナ
ス

補
正
と
あ
る
が
、
一
般
会
計
に
組

定
例
会
議
案
審
議

Ｑ
＆
Ａ
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A
情
報
化
社
会
で
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
公
的
個

人
認
証
の
電
子
証
明
書
が
登
載
さ

れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の

移
行
を
早
期
に
促
し
て
い
く
こ
と

が
背
景
に
あ
る
。な
お
、今
後
は
、

個
人
番
号
（
通
称
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
記
載
さ
れ
て
い
る
通
知

カ
ー
ド
の
再
発
行
や
氏
名
・
住
所

が
変
わ
っ
た
場
合
の
記
載
内
容
の

変
更
が
で
き
な
く
な
る
。
た
だ

し
、
通
知
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
に

変
更
の
な
い
限
り
、
個
人
番
号
を

証
明
す
る
書
類
と
し
て
使
用
で
き

る
。
一
方
、
転
居
等
で
記
載
事
項

に
変
更
が
生
じ
た
方
は
、
通
知

カ
ー
ド
が
個
人
番
号
を
証
明
す
る

書
類
と
し
て
利
用
で
き
な
く
な
る

た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

た
は
住
民
票
の
写
し
（
住
民
票
記

載
事
項
証
明
書
）
を
提
示
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

新
た
な
個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
の
再
交
付
は
で
き

な
い
か

Q
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
の
再

交
付
は
し
な
い
が
、
出
生
や
海
外

か
ら
の
入
国
な
ど
新
た
な
個
人
番

号
を
振
り
出
す
必
要
が
あ
る
人
た

ち
へ
の
個
人
番
号
通
知
書
を
発
行

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
の

再
交
付
の
手
数
料
は
ど
う
な
る

の
か
。

A
国
は
再
交
付
を
想
定
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Q
個
人
番
号
の
証
明
は
住
民
票

写
し
で
よ
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
つ
い
て
不
要
と
い
う
人

も
い
る
。
町
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
な
く
て
も
住
民
票
写
し

で
大
丈
夫
と
の
周
知
を
し
て
い
く

の
か
。

A
カ
ー
ド
は
い
ら
な
い
が
番
号
は

必
要
。
提
出
が
必
要
の
場
合
は
住

民
票
に
記
載
が
あ
る
の
で
そ
れ
を

提
出
す
る
よ
う
に
と
案
内
を
す
る
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
つ
い
て

Q
共
同
参
画
に
関
し
た
講
演
会

の
周
知
を
行
い
、
も
っ
と
女
性
の

政
策
・
意
思
決
定
の
場
へ
の
登
用

が
図
れ
る
よ
う
実
効
あ
る
方
策
を

進
め
る
考
え
は
。

A
各
種
審
議
会
等
へ
の
女
性
の

登
用
を
進
め
て
い
る
が
、
ま
だ
割

合
は
低
い
と
思
う
の
で
、
引
き
続

き
女
性
の
登
用
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

Q
男
性
職
員
の
元
年
度
「
育
児

休
業
・
介
護
休
業
」
を
取
得
し
た

人
数
は
。

A
一
人
も
い
な
か
っ
た
。

Q
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ
ン

の
活
用
は
。

A
大
事
な
計
画
な
の
で
、
今
後

見
直
し
が
出
た
ら
修
正
し
、
当
初

の
目
的
の
実
現
に
到
達
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
つ
い
て

Q
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
内
容
が

行
政
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
他
に
何
か
取
り
組
ま
れ
た
こ

と
は
。 

A
６
月
と
12
月
に
環
境
美
化
を

行
っ
た
。

Q
更
な
る
減
量
化
の
た
め
に
は

今
後
ど
の
よ
う
な
お
考
え
が
あ
る

の
か
伺
う
。

A
ゴ
ミ
排
出
等
の
カ
レ
ン
ダ
ー

配
布
や
美
化
運
動
を
実
施
し
て
い

る
が
、
今
後
は
住
民
へ
の
理
解
・

協
力
へ
の
周
知
を
し
、
意
見
を
取

り
入
れ
る
な
ど
し
、
減
量
化
を
進

め
て
い
き
た
い
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

Q
災
害
時
の
避
難
所
へ
は
乳
児

連
れ
の
人
も
居
ら
れ
る
こ
と
を
想

定
し
、
今
後
は
オ
ム
ツ
交
換
台
を

置
い
て
ほ
し
い
。

A
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
は

重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。
昨
年
は

短
期
的
な
避
難
所
開
設
だ
っ
た
の

で
、設
置
は
し
な
か
っ
た
。現
在
、

ワ
ン
タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

屋
根
付
き
の
物
な
ど
の
購
入
を
検

討
し
て
い
る
。

　
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
オ
ム
ツ
交
換
等
の
場
と
し
て

使
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
は

ま
だ
「
交
換
台
」
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
が
、
参
考
意
見
と
し
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

避
難
所
の
拡
大
の
検
討
は

Q
町
内
各
施
設
を
避
難
場
所
と

し
て
拡
大
し
て
い
く
こ
と
の
検

討
は
。

A
コ
ロ
ナ
対
策
で
密
を
避
け
る

た
め
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
避
難

場
所
の
確
保
が
必
要
。
検
討
し
て

い
く
。

預
か
り
保
育
の
現
状
に
つ

い
て

Q
今
年
度
か
ら
の
幼
稚
園
で
の

預
か
り
保
育
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
。

A
一
時
預
か
り
事
業
と
し
て
今

年
度
４
月
か
ら
開
始
予
定
だ
っ

た
。
延
べ
人
数
と
し
て
６
月
25

人
、
７
月
89
人
、
８
月
48
人
。
今

後
３
年
間
を
か
け
て
増
員
し
最
大

人
数
ま
で
増
や
し
て
い
く
予
定
。

コ
ロ
ナ
禍
で
保
育
の
変
化
は

Q
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
保
育
の

変
化
、
状
況
は
ど
う
か
。

A
感
染
予
防
対
策
で
の
マ
ス
ク

や
消
毒
の
徹
底
で
保
育
士
へ
の
負

担
が
増
え
て
い
る
。
町
内
感
染
者

の
発
生
や
保
護
者
に
医
療
従
事
者

が
い
る
な
ど
、
感
染
を
気
に
し
て

登
園
を
控
え
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
今
後
は
園
の
方
へ
情
報
提
供

を
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
へ
の
正
し

い
知
識
と
予
防
を
身
に
つ
け
て
も

ら
う
よ
う
努
力
す
る
。

保
育
所
へ
の
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
の
支
給
を

Q
幼
児
の
情
操
教
育
は
相
手
の

顔
の
表
情
を
読
み
な
が
ら
発
達
し

て
い
く
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
マ
ス

ク
で
阻
害
さ
れ
て
い
る
。
幼
児
期

の
発
達
を
促
す
う
え
で
、
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
な
ど
の
支
給
は
検
討

し
て
い
な
い
か
。

A
保
育
士
の
顔
の
表
情
が
幼
児

の
心
の
発
達
に
重
要
。
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
に
つ
い
て
、
健
康
福
祉

課
の
方
で
、
町
の
障
害
施
設
に
現

在
発
注
し
て
い
る
と
。
５
０
０
個

の
納
入
予
定
、
各
保
育
所
へ
配
布

予
定
。
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Q
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
返

還
金
に
つ
い
て
、
返
還
金
約

５
６
０
０
万
円
、前
年
度
支
出
負

担
金
８
１
９
万
円
と
あ
る
が
、
こ

れ
で
一
連
の
金
額
は
全
て
確
定

し
た
の
か
。

A
吉
見
町
で
事
務
を
継
続
し
て

い
る
。
全
て
精
算
後
、
再
分
配
と

い
う
手
順
は
残
っ
て
い
る
。

Q
継
続
し
て
い
る
裁
判
は
。

A
３
件
が
継
続
中
。
１
件
は
取

り
下
げ
が
あ
っ
た
。
支
払
い
が
生

じ
る
可
能
性
は
あ
る
。

Q
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
障
が
い
者

施
設
の
収
入
が
減
っ
て
い
る
。
ま

た
、
作
業
所
で
の
収
入
減
も
聞
く

が
町
か
ら
の
支
援
は
具
体
的
に
あ

る
か
。

A
町
内
で
は
施
設
と
し
て
の
収

入
減
と
な
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
。

利
用
者
単
価
日
割
り
計
算
だ
が
原

則
は
補
償
さ
れ
る
。
授
産
の
工
賃

に
つ
い
て
多
少
減
は
あ
る
。
フ
ェ

イ
ス
ガ
ー
ド
の
発
注
を
し
て
、
利

用
者
へ
の
工
賃
へ
つ
な
げ
て
い
る
。

Q
そ
う
し
た
支
援
は
今
後
も
必

要
だ
。
難
聴
者
へ
の
支
援
、
補
聴

器
、
公
的
施
設
で
の
磁
気
ル
ー
プ

等
の
設
置
は
ど
う
か
。
高
齢
に
よ

る
難
聴
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

検
討
を
願
い
た
い
。

A
計
画
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。Q

現
在
の
待
機
児
童
数
、
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
待
機
児
童
は
、
国
基
準
の
待

機
児
童
は
２
名
。
入
所
申
し
込
み

し
て
も
入
れ
な
か
っ
た
人
、
入
所

保
留
児
童
は
34
名
。
今
後
の
対
策

と
し
て
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
新

規
保
育
所
開
設
へ
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。新
規
園
の
定
員
は
60
名
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
の
町
内
の
感
染

状
況
を
町
自
体
で
把
握
で
き
な
い

の
は
な
ぜ
か
。
感
染
者
の
情
報
は

ど
こ
ま
で
つ
か
ん
で
い
る
の
か
。

町
と
し
て
情
報
の
把
握
は
必
要
で

は
な
い
か
。
的
確
な
対
応
を
実
施

す
る
う
え
で
も
情
報
把
握
に
つ
い

て
の
要
望
を
し
て
ほ
し
い
。

A
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

措
置
法
で
防
疫
に
当
た
る
の
が
都

道
府
県
。
市
町
村
の
役
割
は
情
報

伝
達
周
知
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
業

務
。
そ
れ
以
外
、
情
報
収
集
や
統

計
な
ど
は
都
道
府
県
が
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
市
区
町
村

は
個
人
情
報
な
ど
の
内
容
に
つ
い

て
は
一
切
知
ら
さ
れ
て
は
い
な
い
。

Q
ご
み
問
題
で
減
量
化
の
目
標

は
ど
の
く
ら
い
か
。
環
境
問
題
で

の
国
際
的
合
意
も
あ
る
中
、
目
標

を
持
っ
た
取
り
組
み
を
。

A
生
ご
み
の
目
標
は
な
い
。
数

値
で
の
目
標
を
掲
げ
る
の
は
難
し

い
。
到
達
可
能
な
目
標
を
検
討
す

る
。Q

教
員
の
業
務
増
に
伴
う
人
員

増
は
検
討
し
て
い
な
い
の
か
。

A
授
業
補
助
と
し
て
学
習
指
導

員
を
中
学
２
名
、
小
学
校
４
名
新

た
に
配
置
し
た
。

Q
給
食
配
膳
の
た
め
の
補
助
員

の
導
入
が
あ
っ
た
。
教
師
が
本
来

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
補
償

す
る
た
め
、
教
師
の
負
担
増
に
な

ら
な
い
よ
う
な
手
立
て
が
必
要
。

支
援
員
導
入
と
い
う
考
え
は
な
い

の
か
。

A
前
述
の
指
導
員
以
外
に
は
、

新
た
な
追
加
の
予
定
は
な
い
。

Q
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
繁
殖
数
減

と
の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
か
。

A
64
匹
だ
っ
た
。
原
因
は
メ
ス

の
産
卵
管
が
伸
び
な
か
っ
た
こ
と

と
思
わ
れ
る
。

要
望 

経
費
も
か
け
て
い
る
こ
と

で
も
あ
り
、
本
気
で
対
策
を
取
ら

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
。
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
看
板
が
み
す

ぼ
ら
し
い
。

Q
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
は
国
有

と
い
う
こ
と
で
固
定
資
産
税
課
税

の
適
用
除
外
と
な
っ
て
い
る
が
、

収
益
を
生
ん
で
い
る
駐
車
場
な
ど

も
対
象
外
か
。

A
森
林
公
園
内
の
国
が
所
有
す

る
資
産
に
つ
い
て
は
、
国
有
資
産

等
所
在
市
町
村
交
付
金
法
に
基
づ

き
交
付
金
の
対
象
外
。

Q
自
動
交
付
機
の
利
用
率

は
、
47
％
で
高
い
。
住
基
カ
ー

ド
廃
止
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
へ
の
移
行
が
言
わ
れ
る
が
、

町
の
自
動
交
付
機
は
住
民
が
住

基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
う
ち

は
廃
止
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

A
つ
き
の
わ
駅
、
庁
舎
前
に

設
置
の
も
の
は
令
和
６
年
11
月

ま
で
の
契
約
。
以
降
は
廃
止
を

検
討
。
今
後
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
率
向
上
を
進
め

な
が
ら
移
行
を
考
え
て
い
る
。

Q
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
使
用
が
か

な
り
多
い
。
軍
用
機
な
ど
と
の

情
報
交
換
は
で
き
て
い
る
の
か
。

A
安
全
を
確
保
し
た
う
え
で

の
発
着
陸
飛
行
を
行
っ
て
い
る

も
の
と
思
う
。

要
望 

安
全
な
ル
ー
ト
確
保
の

た
め
比
企
消
防
本
部
か
ら
防
衛

庁
な
ど
に
要
請
を
し
て
ほ
し
い
。

Q
災
害
の
際
、
避
難
困
難
者

へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

A
要
配
慮
者
と
い
う
こ
と
で
自

主
防
災
会
や
民
生
委
員
に
名
簿

を
渡
し
、
有
事
の
際
に
協
力
を

得
て
避
難
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
決
算
審
査

　
特
別
委
員
会

　
質
疑

　
本
定
例
会
は
「
決
算
審
査
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
課
局
長

は
じ
め
担
当
職
員
の
同
席
の
上
、

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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任期　令和２年１０月１日から
　　　令和６年９月３０日まで

滑川町教育委員会委員を任命同意
吉野さつき氏（再任）

飛田　聡
としやす

保氏（新任）

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
報
告

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

特
別
委
員
会
の

新
規
設
置

令
和
２
年
８
月
27
日

○
町
内
事
業
用
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
状
況

　
以
前
は
、
さ
ほ
ど
目
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
今

で
は
山
の
頂
上
や
中
腹
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
敷
き

詰
め
ら
れ
朝
夕
は
眩
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
町
内
に

は
、
１
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
大
規
模
施
設
が

13
か
所
点
在
し
、
更
に
４
か
所
計
画
が
あ
る
。
豪

雨
等
で
の
災
害
の
誘
因
や
里
山
の
景
観
を
損
な
う

こ
と
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
な
お
、
町
で
は
太
陽
光
発
電
事
業
に
係
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
・
要
綱
を
定
め
、
事
業
者
へ
の
事
前
指

導
な
ど
行
っ
て
い
る
。

【
視
察
場
所
】
①
和
泉
字
船
川
…
出
力
１
８
０
１

ワ
ッ
ト 

②
伊
古
字
二
宮
山
…
出
力
６
１
４
ワ
ッ
ト

「
可
燃
ご
み
処
理
の
あ
り
方
等

調
査
特
別
委
員
会
」

　
可
燃
ご
み
処
理
の
あ
り
方
等
に
関

す
る
総
合
的
調
査
を
目
的
と
す
る
新

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
議
長
を
除
く
議
員
全
員
が

メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
埼

玉
中
部
資
源
循
環
組
合
が
解
散
と
な

り
、
滑
川
町
の
可
燃
ご
み
処
理
計
画

が
白
紙
に
か
え
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
可
燃
ご
み
を
ど
の
よ
う
に
処
理

し
て
い
く
か
、
住
民
の
意
向
を
汲
み

な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。
10
月
は

近
隣
の
ご
み
処
理
施
設
の
視
察
か
ら

活
動
開
始
し
て
い
き
ま
す
。

日時　令和２年８月１２日（水）
場所　小川町役場　議会議場 

《付議された主な議案》
　小川地区衛生組合議会第２回定例議
会が開催され、「令和元年度小川地区衛
生組合一般会計歳入歳出決算の認定に
ついて」、「令和２年度小川地区衛生組
合一般会計補正予算について」等、３
議案について審議し、全議案が原案の
通り、可決されました。
　続いて、「当衛生組合が抱える課題と
方向性について」の一般質問があり、令
和２年第１回環境衛生常任委員会にお
いて、「①現在の施設を改修し、継続使
用する ②民間委託に切り替える ③新
施設を建設する」という３つの方向性
で検討していくことに決定し、さらに、
新たに専門家を中心に「（仮称）小川地
区衛生組合可燃ごみ処理のあり方検討
会」を設置して、検討することになって
いるという答弁がありました。

日時　令和２年８月６日（木）
場所　東松山市役所

《付議された主な議案》
　第４号令和元年度比企広域市町村圏
組合斎場及び霊きゅう自動車事業特別
会計継続費繰越計算書について
　財産の取得、比企広域市町村組合斎場
の設置及び管理運営に関する条例の一
部を改正する条例制定、補正予算、会
計歳入歳出決算の認定について、報告
及び議案は、全てが原案のとおり可決。
　なお、一般質問に東松山市議の鈴木
議員が立ち、昨年の台風19号について、
行政に質しました。

令
和
２
年
７
月
９
日

第
１
回
協
議
会

○
年
間
計
画
の
作
成

８
月
11
日

第
２
回
協
議
会

○�

所
管
課
局
の
本
年
度
の
事
業
の
概
要
と
進
捗
状

況
に
つ
い
て

一 

町
民
保
健
課
の
報
告
と
意
見
交
換

二 

健
康
福
祉
課
の
報
告
と
意
見
交
換

三 �

健
康
づ
く
り
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
の
報
告
と

意
見
交
換

四 

環
境
課
の
報
告
と
意
見
交
換

五 

教
育
委
員
会
事
務
局
の
報
告
と
意
見
交
換

８
月
27
日

第
３
回
協
議
会

○�

町
内
事
業
用
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
状
況
に
つ

い
て

＊�

総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
と
合
同
視
察

場所：和泉字船川　写真奥が太陽光パネル
議員全員での太陽光発電施設視察

人 事 案 件

小川地区衛生組合
議会定例会

比企広域市町村圏組合
議会定例会
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請 願 者　日本平和委員会滑川支部
代 表 者　橋本廣　滑川町在住
審議結果　�本会議で審議結果「不採択とすべきもの」に

決定しました。

総務経済建設常任委員会 委員長報告（要旨）
　核兵器禁止条約は非常に理想的ではあり、核兵器の根
絶は行われるべきであります。しかし、国家安全保障上
核抑止力は不可欠の現状にあり、核兵器保有国との対立
を生む可能性も考えられ、わが国の安全保障を不安定に
させることが懸念されるため、条約に参加することは厳
しいとの意見が出されました。
　このような状況を踏まえ、請願第１号は、審査の結果、

「不採択とすべきもの」と決定いたしました。

　日本政府はこれまで、核兵器のない世界に近づけるた
め、核不拡散条約のもとで、条約強化に向けて率先して
行動してきている。このたび、請願に出されている核兵
器禁止条約には、核保有国を動かすことができず、日本、
ドイツ、オーストラリアなど核不拡散に取り組んできた
中道的立場の国々も参加していないため、その実効性は
疑問視されるところがある。核兵器禁止条約により、い
ずれの国であっても核兵器の全廃を目指すことは理想で
あり同感するものでありますが、核保有国の参加のない
中で、わが国が核兵器禁止条約を批准することは、わが
国及び世界的な安全保障を不安定にさせることが懸念さ
れるため、本請願に反対する。

　戦後、75年が経ち、被爆者の方の平均年齢は83歳を超
えています。生きているうちに核兵器のない世界の実現
を、と世界に訴えかけてきた被爆者の願いを実現する時
ではないでしょうか。被爆者は、自分自身がガンや白血
病などの病気と闘い、差別や偏見に苦しみながら語り部
となってきました。世論調査では、日本が核兵器禁止条
約に参加するべきだという方が72％です。滑川町は、「非
核平和都市」を宣言し「核兵器のない世界」を強く望む町
でもあります。核戦争が現実のものとならないうちに実
現しなければなりません。「核兵器禁止条約」は核兵器の
ない世界への確かな一歩になることは間違いありませ
ん。そして、その実現に日本政府の参加がどれだけ多く
の国々を励まし力になるか、核兵器廃絶を願う国民に大
きな希望を与えるものになるに違いありません。本請願
に賛成します。

１　服部　幸雄　▶P.10

　◦�「コロナ感染症」の町の対応について

　◦�大型台風発生時の河川の災害等への対応に

ついて

２　内田　敏雄　▶P.11

　◦�小規模事業者向け新型コロナウイルス対策は

　◦�町の防犯対策状況は

３　阿部　弘明　▶P.12

　◦�災害時、住民の命を守る町に…感染状況の

把握を

　◦�感染予防と合わせた災害対策を

　◦�河川改修の完全実施を

　◦�自治体職員を半減させる計画には反対を

　◦�コロナ禍で少人数学級の必要性が明らかに

　◦�戦後７５年、平和を語り継ぐために

　◦�誰もがスポーツを楽しめる条件整備を

４　上野　葉月　▶P.1３
　◦�新型コロナ感染症予防だけでなく症状等の

教授を

　◦�老朽化の進む宮前小学校のプールと建設計画

　９月定例会では、４人の議員による一般質問が
行われ、町政全般について活発な議論が展開されま
した。なお、全文記録（議事録）については、１２月
頃 に 滑 川 町 ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.town.
namegawa.lg.jp）に掲載しますのでご覧ください。

一般質問
ここが
聞きたい

町政を問う

※一般質問
　議員が町の行財政にわたる執行状況や将来への方針等につ
いて所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点を問い質すこと。

核兵器禁止条約に
参加することを国に求める
意見書提出に関する請願書

　反対討論

　賛成討論




